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決算ハイライト（連結）
（百万円）

―103.3 ％1290.92―103.6 ％1,249.35ＢＰS（円）

95.6 ％

100.3 ％

103.8 ％

95.8 ％

103.6 ％

101.7 ％

98.5 ％

前期比

65.30

39,441

25,449

1,307

2,180

2,154

26,258

実績

１０/１第２四半期

54.88

40,655

26,317

1,098

1,755

1,715

27,236

実績

49.96

―

―

1,000

1,800

1,800

28,700

計画

１１/１第２四半期

84.0 ％

103.1 ％

103.4 ％

84.0 ％

80.5 ％

79.6 ％

103.7 ％

前期比

95.3 ％営業利益

94.9 ％売上高

計画比

―純資産

109.9 ％四半期純利益

97.5 ％経常利益

―総資産

109.8 ％ＥＰS（円）
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比較損益（連結）

1,098

49

▲ 91

1,755

39

1,715

9,444

11,160

16,076

27,236

実績

１1/１第２四半期

4.0 ％

0.2 ％

▲0.3 ％

6.4 ％

0.1 ％

6.3 ％

34.7 ％

41.0 ％

59.0 ％

100.0 ％

構成比

84.0 ％

79.8 ％

―

80.5 ％

155.9 ％

79.6 ％

118.2 ％

110.0 ％

99.8 ％

103.7 ％

前期比

■主な販売費及び一般管理費の増減

販売促進費 ＋ 921百万円

広告宣伝費 ＋ 189百万円

人 件 費 ＋ 166百万円

摘 要

▲ 1.5 ％▲398特別損益

30.4 ％7,991販管費

38.6 ％10,145売上総利益

0.1 ％25営業外損益

8.2 ％2,154営業利益

8.3 ％2,180経常利益

0.2 ％61少数株主損益

5.0 ％1,307四半期純利益

61.4 ％16,112売上原価

100.0 ％26,258売上高

構成比実績

１０/１第２四半期 （百万円）
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事業セグメント別売上高（連結）

45.6%106.8%39.7%10,82240.7%98.1%38.6%10,136育児用品 （国内）

50.3%103.6%32.4%8,82549.2%97.2%32.4%8,518上記の内、海外事業

33.4%97.2%2.5%68332.3%94.7%2.7%703その他

36.9%100.8%4.4%1,20638.1%93.8%4.6%1,195女性ケア用品

14.1%103.4%1.1%30214.2%101.5%1.1%292介護支援サービス

30.3%97.0%10.8%2,94430.7%101.7%11.6%3,034ＨＨＣ ・介護用品

11.8%103.4%9.9%2,69511.7%102.3%9.9%2,608子育て支援サービス

50.0%103.6%31.5%8,58249.0%97.6%31.6%8,286育児用品 （海外）

41.0%103.7%100.0%27,23638.6%98.5%100.0%26,258連結売上高

総利益率前期比構成比金額総利益率前期比構成比金額

１１／１第２四半期１０／１第２四半期

（百万円）
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3,664 1,631 1,912

584

725

3,755 1,671 1,957

672

768

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

１０／１期 ２Ｑ

１１／１期 ２Ｑ

中国

その他アジア

北米

中近東

その他地域

海外地域別 売上実績

８，８２５

８，５１８

※【平均レート】11/1 2Q：1ドル91.35円 1元13.38円 ← 10/1  2Q：1ドル95.58円 1元13.98円

（百万円）

現地通貨ベースでは１０７．１％

現地通貨ベースでは１０７．２％

為替影響額
２９１
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事業セグメント別 総利益額（連結）

11,160

10,145

（百万円）
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■国内既存事業の再強化と新規事業の育成

育児用品 【景況】一部の消耗品を中心として個人消費低迷の影響が継続
【新商品】『全身泡ソープ・泡シャンプー ベビーフラワーの香り』

『UVベビーウォーターミルク』『母乳実感』『ストローボトルTall』他
【新規カテゴリ】 ベビーカー 『Pixy-turn』他 新発売

【ダイレクト・コミュニケーション】 プレママイベント
20回実施、1,300名以上のマタニティ参加

【ＩＴ】 英国Mamas&Papasブランドの通販事業開始（３月）
子育て支援 ・事業所内保育施設の運営受託を中心に計画通りの伸長

・5箇所の新規運営受託開始

国内育児事業の状況

『母乳実感』哺乳びん
リニューアル

※インテージPOS全国ドラッグ拡大推計値より（単月金額データ）

ベビーカー『Pixy-turn』

2010年7月シェア

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

哺
乳

び
ん

乳
首

哺
乳

び
ん

洗
剤

哺
乳

び
ん

消
毒

母
乳

パ
ッ

ド

マ
グ

マ
グ

ベ
ビ

ー
フ

ー
ド

ス
キ

ン
ケ

ア

お
し

り
ナ

ッ
プ

肌
着

洗
い



10

■育児用品及び女性ケア用品事業のグローバル化

海外事業 中国・アメリカを中心として現地通貨ベースでは前年実績を上回る
中 国 ・中国衛生部と共同で主要病産院に開設した『母乳育児相談室』を含め、

全土で１８８病院と提携し、母乳育児に関する啓発活動実施
・ピジョンコーナーは上半期で４７０店舗増加
・供給体制整備 江蘇省常州市の生産子会社⇒第１期工事計画通り進捗

北 米 ・ランシノ社にて概ね計画通りの販売進捗
ﾖｰﾛｯﾊﾟ ・為替の影響は若干あったがドイツ・トルコなど順調に進捗
新規市場・インド：ピジョンインディアにてスキンケア用品販売開始（４月）

・韓国：ダブルハートブランドでの展開開始

海外事業の状況

韓国ダブルハートブランド商品
ピジョンインダストリーズ常州

（江蘇省常州市）
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■国内既存事業の再強化と新規事業の育成

【ハビナースブランド】
・新商品 『見守りセンサ』（離床センサ）

【リクープブランド】
・新商品 『いきいきキープパッド・いきいきキープパンツ』

『歩行サポートシューズＳＬ』
・ブランド認知向上 イメージキャラクター女優の香山美子さんを起用

イベント・広告・専用カタログなど展開
・新規チャネル テレビショッピングでの売上伸長
・ブランド育成 リクープコーナー設置：約200店

ヘルスケア事業の状況

リクープ広告ハビナース新商品 リクープ新商品
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主な営業利益増減要因（連結）

1,715
2,154

販売促進費 921百万円増
広告宣伝費 189百万円増
人 件 費 166百万円増

１０/1 ２Ｑ １１/1 ２Ｑ

原価率低下

636
売上増による

総利益増

販管費増

377 ▲1,453

▲438百万円

（－ 20.4％）

（百万円）
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＜参考＞連結貸借対照表（ハイライト）

102.9 ％＋ 1,16140,65539,493総資産

100.2 ％＋ 5226,31726,264純資産

112.6 ％＋ 6936,2015,507たな卸資産

１１/１第２四半期１０/１期末

▲ 1.7 pt

116.0 ％

107.5 ％

112.9 ％

85.5 ％

前期末比

（％）

－

＋ 395

＋ 324

＋ 1,129

▲ 998

前期末比

（金額）

63.6％

2,865

4,635

9,886

5,907

金額

６5.3%

2,469

4,311

8,757

6,905

金額

受取手形及び売掛金

現金及び預金

借入金

支払手形及び買掛金

自己資本比率

■受取手形及び売掛金

■た な 卸 資 産

（百万円）

事業拡大による増加
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期首残高 営業活動 投資活動 財務活動 換算差額 期末残高 期首残高 営業活動 投資活動 財務活動 換算差額 期末残高

5,972 2,464 ▲ 777 ▲ 1,030 198 6,828 6,905 446 ▲ 1,075 ▲ 264 ▲ 105 5,907

'１０/１期 （第2四半期） '１１/１期 （第2四半期）

＜参考＞連結キャッシュフロー比較

売上債権の増減額： ▲1,274百万円
(▲増加額） （前期 1,039百万円）

税金等調整前当期純利益：1,664百万円
(▲減少額） （前期 1,781百万円）

借入金収入･返済：422百万円
（前期 ▲339百万円）

配当金の支払額： ▲639百万円

（前期 ▲639百万円）

有形固定資産の取得：▲1,015百万円
（前期 ▲696百万円）

（百万円）

446 ▲1,075

▲264
198

▲777

6,905

5,907▲1055,972

2,464

▲1,030

6,828
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＜参考＞投資関連指標等（連結）

１１/１期１０/１期

1,350

1,444

3,260

通期

(見込)

682

650

954

第２四半期

(実績)

1,210

1,180

1,558

通期

(実績)

626

547

613

第２四半期

(実績)

減価償却費（有形固定資産）

設備投資額（※１）

研究開発費（※２）

※１ 建設仮勘定を除く有形固定資産取得（計上額）

※２ 人件費を含めた研究開発活動にかかる費用の総額

（百万円）
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20112011年年11月期月期 通期業績見込通期業績見込
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１１年１月期 経営計画（連結）

－－１３．２％－－１１．８％ＲＯＡ

－－１３．２％－－１１．４％ＲＯＥ

１０６．０%－１,３６５．３３１０７．８%－１,２８８．１４ＢＰＳ（円）

１２３．２%－１７４．８７９９．４%－１４１．８９ＥＰＳ（円）

１０６．６%－４２，１００１０２．８%－３９，４９３総資産

１０６．２%－２７，９００１０８．０%－２６，２６４純資産

１２３．２%５．８%３，５００９９．５%５．３%２，８４０当期純利益

１１７．２%８．９%５，４００１０７．３%８．６%４，６０９経常利益

１１９．５%９．１%５，５００１０７．８%８．６%４，６０４営業利益

１１３．６%１００．０%６０，７００１００．６%１００．０%５３，４３１売上高

前期比構成比計画前期比構成比実績

１１/１期(5４期計画)１０/１期(5３期)

※ＲＯＡは総資産経常利益率,ＲＯＥは自己資本当期純利益率で､分母は期首･期末平均

（百万円）
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主な営業利益増減要因 計画（連結）

5,500

4,604

１０/1期末 １１/1期末

原価率低下

1,003売上増による
総利益増

販管費増

2,843
▲2,951

＋895百万円

（+ 19.5％）

（百万円）
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１１年１月期事業セグメント別売上計画（連結）

45.3%111.6%36.3%22,03440.9%97.7%36.9%19,735育児用品 （国内）

49.6%116.1%35.5%21,52649.5%103.9%34.7%18,539上記の内、海外事業

31.8%90.2%2.5%1,49532.5%111.2%3.1%1,657その他

36.7%121.8%4.8%2,90538.0%94.9%4.5%2,386女性ケア用品

13.9%118.5%1.2%70014.1%101.4%1.1%590介護支援サービス

29.8%121.9%11.8%7,14031.3%100.3%11.0%5,859ＨＨＣ ・介護用品

11.6%105.7%9.0%5,44311.3%101.4%9.6%5,151子育て支援サービス

49.5%116.2%34.6%20,98049.3%103.9%33.8%18,050育児用品 （海外）

40.8%113.6%100.0%60,70039.1%100.6%100.0%53,431連結売上高

総利益率前期比構成比金額総利益率前期比構成比金額

１１／１(５４期計画)１０／１(５３期)

（百万円）
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2011年1月期の重点課題

■育児用品及び女性ケア用品事業のグローバル化

• 中 国 ： 販売基盤の更なる強化・生産拠点の拡充継続
• 北 米 ： 母乳関連用品分野での高シェア維持および拡大

欧州・トルコでの販売拡大
• 新規市場： インド現地法人によるブランド構築・販売拡大

韓国・ロシアなど新規重点市場での展開

■国内既存事業の再強化と新規事業の育成

• 育児用品 ：既存事業の強化・新規事業の育成
ダイレクトコミュニケーション継続・収益性の向上

• ＩＴ事業 ：通販サイト・育児ポータルサイトに注力し売上拡大へ
• 子育て支援 ：人材・サービスの両面での品質の強化を図る
• ヘルスケア ：『リクープ』ブランディング推進・新規チャネル獲得
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株主還元

【第三次中期経営計画での株主還元指標】

・11/1期にて総還元性向５０％以上を目指し､自社株買い
も含め､機動的に株主還元の拡充を行う

4５.１％

32

中間

(実績)

１０/１期

32

期末

(実績)

15

期末

(実績)

37.9％

13

中間

(実績)

０８/１期 １１/１期０９/１期配当の状況

44

期末

(予想)

50.3％

44

中間

(予定)

32

期末

(実績)

38.5％

23

中間

(実績)

配当性向

1株あたり

配当金（円）



22

将来見通しに関する注意事項

本資料にはピジョングループの「将来に関する記述に該当する情報」が記載
されています。本資料における記述のうち、過去または現在の事実に関する
もの以外は、係わる将来予測に関する記述に該当します。

これら将来予測に関する記述は、現在入手可能な情報に鑑みてなされたピ
ジョングループの仮定および判断に基づくものであり、これには既知または
未知のリスクおよび不確実性ならびにその他の要因が内在しており、それら
の要因による影響を受ける恐れがあります。

© All rights reserved by PIGEON Corporation 


